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   教育委員会定例会（平成３０年１２月）会議録    

１ 日   時 平成３０年１２月７日（金）１５：００～１６：０６ 

２ 場   所 新居浜市車庫棟２階 教養室 

３ 出 席 者 教 育 長 関 福生 

委    員  伊藤 嘉秀 宮内 文久 近藤 智佳 本田 郁代 

事務局長 加藤 京子 

戦 略 監 榎木 奨悟 

総括次長 桑原 一郎 

次 長 田中 利季 曽我 幸一 高橋 利光 横井 邦明 

課 長 高橋 正弥 井上 毅 安藤 寛和 

４教育長及び 

 教育委員会事業報告 

１１月事業報告及び１２月事業予定について 

その他 

５ 記録者氏名 社会教育課 近藤 岳詩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育長一般報告＞ 

 

＜報告＞ 

報告第５号 専決処分の報告について（平成３０年度補正予算[第３号]

の議案送付について） 

＜議案＞ 

議案第６５号 新居浜市コミュニティ・スクールの指定について 

議案第６６号 学校運営協議会委員の委嘱又は任命について 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係＞ 

 

＜その他＞ 

・金子小学校の給食のテレビ放送について 

・平成３１年成人式について 

・議会フォーラムについて 
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関教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは定刻がまいりましたので、ただ今から平成３０年第１２回新

居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 

本日の会議録署名委員は宮内委員さんと本田委員さんにお願いいたし

ます。なお会期は本日限りといたします。 

平成３０年第１１回会議録については、伊藤委員さん、宮内委員さん

に署名をいただいております。 

それでは私の方から一般報告を行います。資料の２ページをご覧くだ

さい。 

 

１１月 １日 教育委員先進地研修（東京都板橋区・新宿区）（・２日） 

   １３日 平成３０年度教育行政トップリーダーセミナー（東京都） 

（・１４日） 

   １５日 ホストタウン首長会議出席（東京都） 

   ２２日 第５５回愛媛県小中学校校長会研究大会（松山市） 

２４日 ういめんずまつり２０１８（ウイメンズプラザ） 

   ２９日 平成３０年度全国「にいはま倶楽部」愛媛交流会（松山市） 

１２月 １日 新居浜市社会福祉大会（市民文化センター） 

   １０日 中央教育審議会（東京都）  

 

社会教育課の事業は、 

１１月 １日 全国公民館研究集会（・２日）（東京都） 

    ２日 優良公民館文部科学大臣表彰【船木公民館】（東京都） 

    ３日 校区文化祭（惣開） 

４日 校区文化祭（宮西・大生院・船木） 

６日 愛媛県社会教育研究大会（松山市） 

 ８日 優良公民館文部科学大臣表彰【船木公民館】市長表敬訪問 

（市庁舎） 

 教育委員会定例会（第１１回） 

   １１日 校区文化祭（新居浜・金子・金栄・高津・若宮・垣生・神郷・多

喜浜・大島・泉川・角野・別子） 

   １８日 校区文化祭（中萩） 

２６日 社会教育委員会議（市庁舎） 

１２月 ７日 教育委員会定例会（第１２回） 

 

 学校教育課の事業は、 
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１１月 ４日 中学生アメリカ訪問団報告会（ウイメンズプラザ） 

９日 愛媛県中学校新人体育大会（～１３日） 

１２日 愛媛県小学校陸上運動記録会 

１５日 第２回小・中学校校長研修会（瀬戸会館） 

１９日 学校保健研究大会（船木中） 

２０日 小中学校音楽発表会（市民文化センター） 

２５日 土曜寺小屋成果発表会（文化振興会館） 

２６日 第２回不登校対策検討委員会（市庁舎） 

２８日 第２回ＥＳＤ推進事業協議会（別子銅山記念図書館） 

１２月 ２日 新居浜市ＰＴＡ連合会音楽発表会（市民文化センター） 

５日 地域経済同友会から図書カード贈呈式 

１１日 第２６回全国中学校駅伝大会出場市長表敬訪問 

【男子：西中、女子：中萩中】 

１３日 第４回小・中学校教頭研修会（新居浜特別支援学校川西分校） 

１５日 第２６回全国中学校駅伝大会（滋賀県） 

【男子：西中、女子：中萩中】（・１６日） 

２５日 公立幼稚園、小中学校第２学期終業式 

２７日 第４回ＥＳＤフェスティバル（市民文化センター） 

 

 スポーツ振興課の事業は、 

１１月 ３日 第３３回新居浜市駅伝競走大会・第６２回新居浜市中学校駅伝競

走大会（東雲競技場ほか） 

       優勝：（中学校女子）西中学校 （中学校男子）西中学校 

       元プロ野球選手（ヤクルト・巨人・阪神）広澤克実野球教室 

（市営野球場） 

       新居浜市少年スポーツ大会（サッカー・女子の部） 

（市営サッカー場） 

    ９日 第１８回全国障がい者スポーツ大会入賞者市長・教育長報告 

（市庁舎市長応接室） 

   １５日 第２回ホストタウン首長会議（東京：総理大臣官邸） 

       新居浜市少年スポーツ指導者講習会（バレーボール） 

（市民体育館） 

   １６日 第２７回全国小学生バドミントン選手権大会出場選手市長・教育

長報告（市庁舎応接会議室） 

１８日 愛媛県中学駅伝競走大会兼第２６回全国中学校駅伝大会予選会 

（東雲競技場ほか）（女子入賞）優勝：中萩中学校 ２位：西中学
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校 ７位：泉川中学校 （男子入賞）優勝：西中学校 ２位：泉川

中学校 ３位：中萩中学校 ６位：東中学校 

    ※男女とも優勝校は、第２６回全国中学校駅伝大会へ出場 

中学生トップアスリート事業（バドミントン）（北中学校・工業 

高校）（・１９日）（講師：舛田圭太氏（日本代表コーチ）） 

２２日 第４回新居浜市民マラソン大会実行委員会（市庁舎応接会議室） 

１２月 １日 トップアスリート事業（陸上競技：短距離）（東雲競技場） 

       （講師：渡邉高博氏（新居浜市出身・元オリンピック選手、明治

大学競走部短距離コーチ）） 

 ２日 第２回あかがねマラソン（山根市民グラウンドほか） 

５日 高円宮杯ＪＦＡ第３０回全日本Ｕ－１５サッカー選手権大会出

場市長・教育長報告 

    （出場チーム：愛媛ＦＣ Ｕ－１５新居浜）（市庁舎大会議室） 

 ７日 愛媛マンダリンパイレーツ２０１８シーズン市長報告 

（市庁舎市長応接室） 

９日 軽スポーツ大会（スマイルボウリング・シャッフルボード：文化

体育振興事業団主催）（市民体育館） 

１１日 第２６回全国中学校駅伝競走大会出場市長・教育長報告 

（市庁舎大会議室）（出場校 男子：西中学校 女子：中萩中学校） 

１５日 トップアスリート事業（バスケットボール）（商業高校体育館） 

    （講師：山崎昭史氏（元全日本主将・元松下電器バスケットボ

ール部主将）） 

    （講師：瀬良強氏（元全日本ジュニア代表コーチ・元新居浜商

業女子バスケットボール部監督） 

１９日  県・市ウエイトリフティング協会大会結果市長・教育長報告 

（市庁舎市長応接室） 

   ２２日 トップアスリート事業（セーリング）（マリンパーク新居浜） 

（～２４日）（講師：白石潤一郎氏（ＪＯＣコーチングスタッフ）） 

 

 文化振興課の事業は、 

１１月 ２日 第３回 芸術文化振興計画策定委員会（あかがねミュージアム） 

６日 文化財めぐり（倉敷市）（４０名） 

   １３日 愛知県大府市との文化交流（１３日に都市間交流協定締結） 

（・１４日）（大府ばやし小唄保存会・垣生じょうさ節保存会 

 愛知県大府市にて） 

   １４日 第６７回愛媛県展新居浜移動展（あかがねミュージアム） 
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（～２５日） 

１６日  文化審議会答申（「銅山峰のツガザクラ群落」が国指定天然記念 

物に指定） 

１８日 県民総合文化祭「演劇公演」（市民文化センター） 

   ２４日 県民総合文化祭「新居浜市ブース展示」（ひめぎんホール） 

   ２７日 東予管内文化財保護関係職員等研修会（日暮別邸記念館、山田社

宅、旧広瀬家住宅 等） 

１２月 ７日 第６８回新居浜市美術展（あかがねミュージアム）（～１６日） 

 １６日 「ふるラボプロジェクト」～博物館をつくろう 

（３回目 ふるさとラボ）  

     新居浜市美術展表彰式（あかがねミュージアム） 

古銅器展記念講演会「青銅器文化の東伝～中国古銅器から日本の 

青銅器へ～」（愛媛大学ミュージアム准教授 吉田 広氏） 

（あかがねミュージアム） 

   ２２日 「新居浜の郷土作家 日野功洋画展 ～故郷の色彩を見つめて～」

開会（あかがねミュージアム 展示室１）（～１月２０日） 

       「デザイナー 秋月繁×角谷昭三―オリゾン洋画研究所からデザ

インの道へ―」開会（あかがねミュージアム 展示室２） 

（～２月１１日） 

 

 発達支援課の事業は、 

１１月１７日 第３回ペアレントトレーニング（こども発達支援センター） 

       （たんぽぽクリニック医師 大藤 佳子） 

   ２０日 第４回心理アセスメント教室（こども発達支援センター) 

（特別支援教育士スーパーバイザー 渡部 徹） 

   ２９日 第４回教育支援委員会（こども発達支援センター) 

１２月１４日 第４回通級指導教室担当者会（こども発達支援センター） 

   ２６日 後期発達支援スキルアップ講座 （ふれあいプラザ）（・２７日） 

       （特別支援教育士スーパーバイザー 渡部  徹） 

 

 学校給食課の事業は、 

１１月 ２日 １１月栄養教員部研修会（学校給食センター） 

   １９日 教育委員会安全衛生委員会による調理場視察（～２９日） 

市政モニター会議施設見学・試食会（・２１日、２２日） 

３０日  平成３０年度第３回新居浜市学校給食会理事会 

（学校給食センター） 
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１２月 ３日 新居浜市共同調理場運営委員会（学校給食センター） 

８日 １２月栄養教員部研修会（学校給食センター） 

   ２０日 ２学期給食最終日（３学期の給食開始日は、１月９日予定） 

 

 別子銅山記念図書館の事業は、 

１１月 ２日 ブックスタート事業 保健センター５カ月児健康相談 ５８組 

６日 工業高校インターンシップ １名（～１５日） 

８日 惣開小学校２年生 図書館見学 大人３名 子ども４５名 

   １６日 ひびき分校 図書館を使った学習 

   ２９日 新居浜小学校２年生 図書館見学 

１２月 ４日 ブックスタート事業 保健センター５カ月児健康相談 

★図書館まつり２０１８ 

１１月２３日 （１）ブックリサイクル  ９：００～ 

（２）おはなし会     ９：３０～１０：３０ 

       （３）図書館見学    １３：００～１３：３０ 

       （４）田邊一郎氏講演会 １４：００～１６：００ 

『絵葉書と古写真からたどる旧別子社寺考＝水と炎と暴

動の中で＝』７８名 

○お話会 

１１月 １日 乳幼児向けお話会 大人５２名 子ども５４名 

１４日 幼児向けお話会  大人 ９名 子ども３１名 

１７日 小学生向けお話会 大人 １名 子ども ３名 

   ２８日 幼児向けお話会  大人１２名 子ども１５名  

１２月 ６日 乳幼児向けお話会 

１５日 小学生向けお話会 

   １９日 幼児向けお話会 

○講座・講演会 

１１月 １日 愛媛東部ヤクルト販売（株）タイアップ食育セミナー『おなかか

らげんきになろう』内容：おなかのはなしとおやこで元気たいそ

う！（協力：ヤクルト 親子１０６名参加） 

６日 ココロとカラダの健康セミナー第３回『美の三大アーチを整えて、 

ずっとキレイでいられる！』（講師：クリニカルカイロ・ラクロ

ス大人１８名 子ども４名参加） 

１１日  別子銅山に関する本の解説講座「別子銅山を読む」第４回『別子 

大水害』(講師：坪井利一郎（元別子銅山文化遺産課課長）) 

１２月 ６日 図書館銀行タイアップセミナー『知らないと損をする！定年前後 
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髙橋次長兼スポーツ振

興課長 

 

 

 

 

のお金のはなし ～介護編～』（講師：伊予銀行） 

 第３４回健康講座『緩和ケアについて』 

(講師 日野美樹（十全総合病院緩和ケア認定看護師） 

８日 Ｈello！Ｎew 館長の我楽多講座  

第６回『ビートルズ台風 アメリカ上陸（１９６４年）』 

     （講師：別子銅山記念図書館長） 

１３日 子育て世代のための安心マネーセミナー  

第３回『働きたいママのための知っておきたいお金の知識』 

（講師：四国労働金庫 新居浜支店） 

○ロビー展  

１１月１６日 『しあわせイヌネコせいかつパネル展』（NPO イヌネコライフネ 

ットワーク愛媛）（～２９日） 

１２月 ４日 『新居浜市地球温暖化対策地域協議会の活動紹介』（環境保全課）

（～１１日） 

   １４日 『２０１９年カレンダーコンテスト写真展』（写真協力：新居浜 

市観光協会）（～２８日） 

○出前講座     

１１月 ７日 「いいこといっぱいあるらしい★絵本の読み聞かせ講座」 

（ウイメンズプラザ）（大人９名 子ども３名） 

○テーマ展示 

１１月 一般展示『明治維新１５０周年』 

児童展示『こどものとも』特集 

１２月 一般展示『行く年、来る年のそなえ術』 

児童展示『まるごとクリスマス！』 

○ケース展示 

１１月 『赤い鳥』創刊１００年 

１２月 『いわさきちひろ生誕百年』 

 

ただ今の一般報告について、何かご質問やご意見等はございませんか。 

 

 スポーツ振興課髙橋です。あかがねマラソンについて報告いたしま

す。当日受け付けた方が現時点での集計では 1,511名、申込者が 1,618

名、完走者が 1,426名、出走者が 1,432 名で、6 名の方が途中で棄権さ

れました。出走された方の感想は概ね良好です。また、宮内委員さんに

はドクターランナー等の手配でお世話になりました。本田委員さんは、

地元でのご声援をいただきありがとうございました。熱中症の方等が数
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関教育長 

 

髙橋次長兼スポーツ振

興課長 

関教育長 

 

 

桑原総括次長兼文化振

興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名出ましたが水分補給等で解消された模様です。無事終わりましたこと

をご報告いたします。ご協力ありがとうございました。 

 

来年もやる方向で考えているのですよね。 

 

はい。 

 

 次に報告に移ります。報告第５号「平成３０年度補正予算（第３号）

の議案送付について」事務局から説明をお願いいたします。 

 

 総括次長の桑原でございます。 

報告第５号 専決処分いたしました「平成３０年度新居浜市一般会計補

正予算(第３号)の議案送付」について御説明を申し上げます。 

議案書別冊の２ページ、３ページを御覧ください。 

本議案は１２月４日開会の平成３０年第５回新居浜市議会定例会議案

として上程されました「平成３０年度新居浜市一般会計補正予算（第３

号）」のうち、教育委員会関係予算に係るものでございます。 

それでは補正予算の内容について、別にお配りしています冊子「平成３

０年度補正予算書及び予算説明書」に沿って御説明申し上げます。予算書

の３ページをお開きください。 

第 1表 歳入歳出予算補正のうち、歳出についてでございます。 

第１０款 教育費のうち、第２項 小学校費を 11億 6,158万 8千円、

第３項 中学校費を 8 億 6,777 万 3 千円、第５項 社会教育費を 4,711

万円、それぞれ増額しようとするものでございます。なお、第４項 幼稚

園費につきましては、福祉部の所管によるものでございます。 

次に、５ページを御覧ください。 

第２表 繰越明許費につきましては、小中学校のブロック塀安全対策事

業及び空調整備事業、広瀬歴史記念館空調整備事業において、年度内の完

成が見込めないため、繰越明許の措置をいたすものでございます。 

６ページを御覧ください。 

第３表 債務負担行為補正中、上から５行目、市民体育館空調設備整備

事業につきましては、平成３１年度にかけて市民体育館空調設備の円滑な

整備を行うため、また、下から３行目、２行目、１行目にございます、市

民文化センター等管理委託料、市民体育館等管理委託料、別子山グラウン

ド等管理委託料につきましては、それぞれの施設の指定管理者を平成３１

年度から平成３５年度までの５年間指定するにあたり将来の債務が発生
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井上学校教育課長 

 

 

することから、債務負担行為を追加しようとするものでございます。 

 それでは、目の行政目的に添ってご説明申し上げます。２６ページを御

覧ください。 

第１０款 教育費、第２項 小学校費、３目 学校建設費、補正額 11

億 6,158万 8千円は、国の補正予算を活用し、小学校の普通教室、理科室

などの特別教室への空調整備を行うための経費、及び小学校敷地の危険な

ブロック塀をフェンスへと改修するための経費でございます。 

２７ページを御覧ください。 

第１０款 教育費、第３項 中学校費、３目 学校建設費、補正額 8

億 6,777万 3千円は、国の補正予算を活用し、中学校の普通教室、理科室

などの特別教室への空調整備を行うための経費、及び中学校敷地の危険な

ブロック塀をフェンスへと改修するための経費でございます。 

２９ページを御覧ください。 

第１０款 教育費、第５項 社会教育費、６目 広瀬歴史記念館費、補

正額 4,711万円は、平成７年に設置した広瀬歴史記念館の冷房が故障によ

り使用できなくなったため、次年度に備え改修するための経費でございま

す。 

以上で、平成３０年度一般会計補正予算第３号に伴う専決処分について

の報告を終わります。 

 

 ありがとうございます。ただ今の説明で何かご質問等はございません

か。 

 

 今年度の国の補正予算対応で、学校のエアコン、ブロック塀の改修が

できるような運びとなりました。実際に工事に入るのは来年度に入って

からになろうかと思うのですが、夏までに間に合うかどうかは正直厳し

い綱渡りになろうかと思います。恐らく全国各地で同時にエアコンの設

置になると思いますので、機器の供給が十分届くかどうかも不明なとこ

ろがあるのですが、できるだけ早く子どもたちが良き環境下で学べるよ

う努力したいと思います。しかし、絶対にできるという保証はないとい

うことを先にお断りしておかなければならないと思います。またブロッ

ク塀につきましては、全部ということにはなりませんでしたよね。 

 

最終的には、角野中学校につきましては今回の補正予算の中で対応す

るようにしております。東中につきましては、プールは今後使用しない

という状況の中ですので、ひとまずフェンス設置は現在考えておりませ
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井上学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ん。 

 

 基本的にはブロック塀を撤去してフェンスにするという基本線を統一

するということでいいのですね。 

 

 現在学校の敷地内にあるブロック塀については撤去をして、フェンス

に変えていく予定でございます。 

 

他に何かございませんでしょうか。 

 

それではただ今から議案審議に移ります。本日の議案は第６５号、第

６６号の２議案です。第６６号につきましては人事案件でございますの

で、新居浜市教育委員会会議規則第１５条の規定により、この会の最後

に非公開で審議させていただきたいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 ご異議がないようですので、最後に非公開で審議させていただきます。 

 それでは議案第６５号「新居浜市コミュニティ・スクールの指定につ

いて」事務局から説明をお願いいたします。 

 

 学校教育課 井上でございます。 

議案第６５号「新居浜市コミュニティ・スクールの指定について」ご説

明いたします。 

議案書の７ページから１０ページをご覧ください。 

本案は、コミュニティ・スクールの指定を受けるために申請のあった小

学校及び中学校について、新居浜市立学校における学校運営協議会の設置

等に関する規則第３条の規定に基づき、コミュニティ・スクールの指定を

行うため、本案を提出するものでございます。 

議案書の８ページは、大生院中学校長及び大生院小学校長から提出され

た指定申請書の写しでございまして、１学校運営協議会設置の目的、２地

域住民及び保護者等が学校運営や学校経営に参画、協働する仕組みや構想

について、記載がされております。なお、３の学校運営協議会委員につい

ては、人事案件として、議案第６６号の１１ページから１４ページの資料

で審議いただくことになりますことを御了解いただきましたうえ、設置の



 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関教育長 

 

 

 

 

井上学校教育課長 

 

 

関教育長 

 

井上学校教育課長 

 

 

関教育長 

 

 

 

 

 

目的や学校経営に参画、協働する仕組みや構想等について、お目通しをお

願いいたします。 

次に、議案書の９ページは別子小・中学校長から提出された指定申請書

の写しでございまして、１学校運営協議会設置の目的、２地域住民及び保

護者等が学校運営や学校経営に参画、協働する仕組みや構想について、記

載がされております。なお、３の学校運営協議会委員については、先程と

同じく人事案件として、議案第６６号の資料で審議いただくことになりま

すことを御了解いただきましたうえ、設置の目的や学校経営に参画、協働

する仕組みや構想等について、お目通しをお願いいたします。 

本議案の議決をいただければ、新居浜市立学校における学校運営協議会

の設置等に関する規則第３条第３項但し書きの規定により、大生院中学

校、大生院小学校、別子中学校及び別子小学校につきましては、平成３０

年１２月８日から平成３２年３月３１日までの期間、同条第１項の規定に

よりコミュニティ・スクールとして平成３０年１２月８日付けで指定した

いと考えております。以上で、説明を終わります。 

ご審議よろしくお願いいたします。 

 

ただ今の説明で何かご質問やご意見等はございませんか。 

 

確認なのですが、両方とも一つの学校運営協議会と理解したらいいで

すか。 

 

はい。小・中学校合わせて一つの校区としての学校運営協議会となっ

ております。 

 

これで現在、何校で導入となりますか。 

 

今回の小・中学校を含めまして、小学校が９校、中学校が５校の１４

校となります。 

 

それでは議案第６５号について、ご承認いただけます方は挙手をお願

いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

ありがとうございました。では、承認とさせていただきます。 
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近藤委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

それでは次にいじめ・不登校等生徒指導関係に移ります。事務局から

説明をお願いいたします。 

 

 ＜資料に基づき説明＞ 

 １不登校について 

 ２いじめについて 

 ３交通事故について 

 ４不審者情報 

 

 ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問やご意

見等はございませんか。 

 本当にこのカウントを見て、どうすべきか頭を悩ませているのですが、

不登校の人数が１３１名でここに表れている数字の中では最大値となっ

ております。今朝、学校教育課、あすなろ教室、スクールソーシャルワ

ーカーの方と、榎木戦略監も交えて実態の分析をしました。その中で、

中学校になってからでは火を消すのは難しいという話が出ました。火事

ではありませんが燃え広がってからではなくて、ボヤの段階で、きちん

と子どもたちと向き合って、どう関わっていくのかが大切なのではない

かという意見をいただきました。それも踏まえて現状を細やかなところ

まで掴んで対応したいということで、これから新しい取り組みもしたい

と考えているのですが、もし教育委員さんの方からこういったことに取

り組むべき等のご意見がありましたらお聞きしたいのですが、何かござ

いませんでしょうか。第一優先で考えてきたのですが、我々の打つ手が

間違えているのか、なかなか結果が出てこないのは辛いところでござい

ます。 

 

私も現場で色々な子ども達やご家庭と関わってきましたけれども、何

が突破口かというのは絶対的なものはなくて、先程教育長が仰っていま

した通り、個々の子どもたちの状況を、一件ずつ学校の方で把握して、

個々にどこからどういう糸口が見つかるかという検討をしていかなけれ

ばならないと思いますし、クラス担任だけの力では難しいので、校内の

方で関われる人が関わっていく体制が大事だと思います。 

 

 やはり分からないことがたくさんあるので、ご兄弟で上のお子さんが
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宮内委員 

 

 

 

 

 

不登校だから下の子も学校に行かなくなったというようなケースもあ

り、子ども達の背景がこういう傾向にある、と一概に言えるものかどう

かも分からないですよね。もう少しつっこんだところが分かれば何か見

えてくるものもあるかも知れません。 

 

 学校現場から挙がってくる報告、なかなかそれだけでは細かいところ

までは把握しきれないと思うのですが、できれば、急に不登校傾向が強

まった子ども、あるいは不登校だったけれども学校に来られるようにな

った子どもを担任している先生にヒアリングをし、細かい内容まで分析

してみたいと思います。直接指導主幹がやるか、あるいは他の職員に骨

を折ってもらって掴んでいきたいなと思っています。こういった実証的

なデータを踏まえて臨んでいかなければいけないと感じています。 

 

 学校の先生方だけにお任せするような問題ではもちろんないですし、

新居浜市だけでなく全国的な社会問題だと思います。教育長が仰ってい

た、くすぶっている内にという話なのですが、報告を聞いて一番大きな

問題は家庭環境にあるのではないかなと私は思います。できるかどうか

分からないですが、例えばお子さんが生まれて３か月検診というのがあ

るのですけれども、その段階の時にご両親に、お子さんが生まれての覚

悟等、そういったもののご両親への教育がこれから必要だと思います。

離婚を考えるご両親もいらっしゃいますが、踏み止まる覚悟が必要では

ないかなと思います。家庭環境が現実的に子どもの人生へ大きな影響を

与えていること、これは統計的にはっきり表れていることを示して、３

か月検診等のご両親の教育の場の時にお話をさせていただき、家庭環境

を少しずつ修繕していけるように、あるいは家庭環境が崩れる前に、親

がもう一度自分自身の子どもを見直して覚悟を決めてもらえるような保

護者への教育、指導や情報の伝達が必要ではないかなと思います。 

 

確かに親は子どもと一緒に生まれますものね。 

 

 個人の表を見ますと、「学校生活上の影響」や「遊び・非行」はほと

んどないのですよね。出てくるのは「無気力」「不安等の情緒的混乱」

や複合が多いです。最初は学校でのちょっとしたことがきっかけで、転

がり始めるとこういった理由になるのだと思うのです。学校に責任を求

めるのだとしたら、なぜ最初にサポートできなかったのか、ということ

になるのだと思いますが、家庭が悪いと言ったらそれまでかも知れませ
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んが、むしろそういう側面よりも家庭で無気力や情緒的に混乱を起こし

たときに、どう子どもたちをサポートしたらいいのだろうかと思います。

義務教育で学校に行っているからフォローをしなければならないのかも

知れないですが、本当に学校に責任があるのだろうかというジレンマを

感じています。教育委員会が子どもたちを救ってあげたいという熱意と

努力は非常に評価するべきものですが、効果的な対応ができているのか

分かりません。民生委員にお任せした方が適確な対応かも知れないと思

う領域もありますので、この数字を見て申し訳ないと思うのですが、解

決する方法が見当たらないというのが私の実感です。 

 

 いじめや学校生活上の人間関係等の問題で不登校に至るというのが５

０パーセント以上という別のデータを見たことがあるのですが、新居浜

の場合とあまりに乖離しているのですけれど、このデータは正しく分類

していると信用していいのですか。 

 

私たちは先生が報告してくれることを信じるしかないです。しかし、

この報告は先生側の方から一方的に見た報告ですので、本当はいじめや

暴力だった等、生徒本人が思う最初の原因は見えないということは言え

ると思います。 

 

いじめの方は学校のアンケートに出てきますよね。こちらとリンクす

るようなアンケートはないのですよね。 

  

 はい。現段階ではないです。 

 

悲しいことで、この数字というのは一度こうなると戻ることはないの

ですが、この間一つだけ嬉しかったのは、ある学校の教員から、クラス

で３人ずっと来られない子がいたけれどもある日全員そろった、と電話

があったという嬉しい報告をいただきました。こういうことは非常に大

事で、この行動の結果、こうなったという情報を学校段階で共有できる

ような、プラスの報告もできるような手当てをしていきたいと思います。

今もあすなろ教室に来られるようになった子、数日ではありますが学校

に戻ってこられるようになった子もいますので、前向きには捉えていき

たいと思いますし、難しいテーマではありますがご指導いただければと

思います。よろしくお願いいたします。 
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田中次長 

 

関教育長 

 

 ３０日も休んでしまったら、恐らく本人は学校に行く気にならないと

思うのですよね。同級生は勉強が進んでいるし、何しに来たのという顔

をされることは明らかなので、例えば３日休んだら学校のカウンセラー

の方がアプローチしていくとか、早いうちに対応しないと１か月休んだ

ら絶対出席できないと私は思います。 

嫌なことがあっても対応するからね、今なら風邪をひいて休んだこと

にもなるから学校へ行こうよという、早期の対応、アプローチするもの

はないのでしょうか。誰かがパイロットスタートでしていくのもいいと

思いますが、先生方は業務が忙しくてなかなかできないと思うので、先

生や悩んでいる生徒をサポートするカウンセラー等の配置を考えてみて

はいただけませんか。 

 

 宮内委員さんが言われますように、不登校は３日までの早期発見、早

期対応とよく言われています。各小中学校はハートなんでも相談員やス

クールカウンセラーを配置しておりますし、中学１年生については中１

ギャップの先生ОＢを配置しておりますので、なんとか対応は３日まで

にできるよう努めております。２年前に作成した不登校対応行動指針の

中にも３日までの早期対応を行う旨を記載しておりますので、今後教職

員にもっと意識づけられるように対応していきたいと思います。 

 

 スクールソーシャルワーカーということで福祉的なアプローチは一緒

に取り組んでいるのですが、先程申しましたように中学校の方は、なか

なか学校に復帰できるようなところまでアシストは、まだできていない

のですが、２５名ぐらいの生徒は改善の方向へ向いてきたという報告を

受けています。小学校の方は現在まで６件の関わりがあって、そのうち

３件は解決へ至ったと聞いています。今後スクールソーシャルワーク的

な、福祉的なサイドからの保護者との関わりを拡充していくことで少し

でも子どもたちが意欲を向けるようなことは、来年度予算でも対応して

おりますので、ご指導いただけたらと思います。 

 

今あすなろ教室の方は、まだゆとりはあるのでしょうか。 

 

いえ、余裕はないです。 

 

３０人くらいで、これは例年の倍以上ですよね。 
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 ここに行けるというのは、まだいい段階だと思います。例えば保健室

には行ける、相談室なら行ける生徒たちは出席者の集計の中に入ってい

ると思うのですけど、そういう場合もありますので、あすなろ教室の容

量がいっぱいなのであれば、そういう施設や容量を増やせるような仕組

みも大事だと思います。 

 

あれ以上は、もう人数は入れないのですよね。 

 

登録しているのは３０人ほどなのですが、実際に来ているのはそれよ

り少ないです。ただ、座れる場所が少なくなったので先日も机を購入し

ました。 

 

今年、船木中学校の卒業式に伺いました。実は船木小学校は非常に不

登校の３年生が多かったので、どんな卒業式になるのかと思い、自分の

目で見てみたいと思いました。卒業式の日程が迫ってきて５日前ほどか

らか、先生か子どもたちのアイデアなのか分からないですけれども、放

課後にベランダから地域に向かって卒業式の歌の練習をしたそうです。

それによって自宅にいる生徒にも聞こえるようにして呼びかけも行った

結果、不登校生徒の３分の２ほどの子が卒業式に出席したそうです。式

中に不登校だった子が、友達と卒業出来て嬉しかったと号泣しており、

とても感動的な卒業式を見せていただきました。学校同士での取り組み

の仕方も先生方によってあると思うのですけれども、情報の共有もでき

ればいいのではないかと思います。 

  

プラスのメッセージも送っていかなければ生徒もつらいですよね。 

 

いじめ発生件数なのですが、２１７件の平成１８年に「いじめ」の定

義変更があり、平成２１年から低調で、いじめの定義を変更しても皆さ

んの意識は３年で元に戻ってしまったのかも知れないと思っていました

が、今年とても数が増えています。これは今年に何か、教育長や先生方

がいじめについて教職員に啓蒙活動等されたのですか。本当に増えたの

か、それとも数は変わらず皆さんの認識が変わったのですか。 

 

確かに宮内委員さんの言われた通り、今年最初に教育長から、各学校

は積極的ないじめの認知をしていきましょうというお言葉をいただきま

した。定義自体は、当該生徒が嫌な思いをすることは全ていじめに入る
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高橋社会教育課長 

 

 

 

関教育長 

 

 

本田委員 

 

 

 

 

としていますので、積極的に認知し、解決に一生懸命取り組んでいきま

しょうとしています。ただ、全ての学校が積極的な認知をしている訳で

はないようで、報告にも差がありますので、全ての学校が取り組んでい

けるように努めていきたいと思います。 

 

このカウントはあくまで学校側からの報告ですので、子どもがどう思

っているか、子どもがどんな感情を抱いているのかというのとは、全く

違うものです。恐らくこちら側からのアナウンスによって上下するとい

うような分析になっているので、アンケート調査をとっているので本来

それが一番大事だと思うのですが、何か子どもたちに直接聞けるような、

そしてそれをきちんと分析できるようなデータに置き換えていかねばな

らないと思います。 

 

その他、何か連絡事項等はございませんか。 

 

 学校給食課の安藤です。お手元にお配りしました資料をご覧ください。

愛媛県で地産地消に取り組んでいる中でブランド戦略課の方が音頭を取

りまして、えひめ愛フード推進機構というのを立ち上げているのですが、

今年度、生徒が考えた、愛媛の農産物のブランドを使った給食のメニュ

ーを東予、中予、南予１か所ずつで実施して、それを番組にするという

企画があり、東予では金子小学校が選ばれました。その放映が１２月１

２日にあいテレビでありますので、ご覧くださいますようご案内申し上

げます。 

 

社会教育課の高橋です。年明けのご案内ですが、１月１３日の日曜日

に平成３１年成人式があります。式典が１１時３０分からとなっており

ますので、ご案内申し上げます。 

 

成人年齢が１８歳になるということで、今後成人式の在り方も変わっ

ていくような気もいたしますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 

 先日議会フォーラムに参加したのですが、会の趣旨と内容が明確では

なかったと思いました。私自身、一週間前に事前打ち合わせの会があっ

たので、その際に質問すればよかったのですが、打ち合わせ会自体もど

んな段取りでなされるかも把握できていなかったので、その場にいるだ

けになってしまいました。本番になってみれば議会フォーラムは今回か
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ら新しい会議の持ち方になったと聞きました。自分の立ち位置と、どの

場面でどういう風に意見を言えばよかったのかというのが把握できない

状態でしたので、もし次回がありましたら次回への課題かなと感じまし

たのでお伝えしておきます。 

 

市民と議会の対話の場というのが本来な姿である気がするのですけれ

ども、お二人が教育委員という立場で行政側の人間とみなされた質問が

あり、議会で我々がしなければいけないことがあの場で行われるような

イメージに感じましたので、議会事務局と改めて協議します。苦しい立

場で登壇していただき大変ご迷惑をおかけしました。 

他に何かございませんか。 

 

それでは、次回の定例会の日程を決定させていただきたいと思います。 

 次回の定例会は１月１１日金曜日の１５時から開催いたします。 

 

 大変お世話になりましたが、今月２３日で伊藤委員さんが任期満了を

迎えられますので、これから先、我々に送っていただくお言葉をいただ

けたらと思います。 

 

 ８年間教育委員をさせていただき、今月で任期を終えさせていただく

ことになりました。教育委員になる前の私は自分の子ども以外には関心

が薄かったのですが、学校等訪問をさせていただきましたし、運動会、

ふれあい運動会等も見させていただきました。輝く目でゴールに向かっ

てくる子ども達の姿を見て感動を抱きましたし、そういったことを経験

していくうちに市内の子どもたちが登下校をしている姿を見ても事故に

あわないように願うようになる等、本当に可愛らしく思えるようになり

ました。その感覚の中で教育委員として色々な面を見させていただきま

して、公民館の館長はプライベートな時間も惜しまず地域の方のために

活動され、学校現場の先生方も、教育委員会の事務局の皆さんも激務の

中で頑張っていらっしゃる姿を見て、子どもだけでなく大人、ご高齢の

方も愛おしいと感じる成長が自分にありました。私が３０歳頃だったで

しょうか、ある経営者の方からこんな言葉を教えていただきました。人

生は生まれて、育てられて、育って、見送られるという４つの大きな流

れの中で生きているのだという言葉です。その方は、職場も一緒であっ

て、就職し、育ててもらって、後輩を育て、見送られるという中で人は

生きてくのだとおっしゃっていました。教育委員も８年間という短い間
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ではありましたが、人を育てるというところまでは中々まいりませんで

したけれども、委員に指名していただいた方々、そして私にご指導いた

だき育てていただきました皆さんに本当に感謝の気持ちでいっぱいで

す。誠にありがとうございました。 

 

 伊藤委員さん、本当にありがとうございました。これからもどうか大

所高所から新居浜市の教育を見守っていただければと思いますので、ま

たご指導いただければと思います。 

 

 これから非公開審議に移りますので、関係者以外は退出してください。 
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